
 平成23年度当初予算　予算要求シート
-

今年度要求のポイント

その他

特別展【拡充】

平成6年　同館設置
平成18年　リニューアル
平成21年　同館の企画、経理、文書
事務等を人権企画課に統合。常勤職
員の常置廃止。

事業の継続実施
　・拡大特別展「ヒロシマ原爆展」の開催
　・平和情報収集事業の実施

【経過（～22年度】 【23年度】

事業の継続実施

【今後（～24年度】

平和情報収集事業【臨時】

項目

・昨年来、核兵器に対する世界の関心が大きく高まっている中、非核平和宣言都市である
堺で、関西では7年ぶりとなるヒロシマ原爆展を広島市の協力を得て開催することは、市
内、市周辺の児童生徒をはじめ、多くの人たちにとって絶好の平和学習の機会となる。
・戦争体験者が、高齢化する中、その人たちの経験を風化させないためにも、資料化し、
次世代に伝えていくことは急務である。

160 160 啓発ビデオ（人権、環境、平和）等購入

270 270 

主な要求内容 （単位：千円）

事業期間 　H6～　H　　

1,318 

企画展示

常設展示

平成22年度予算額 平成23年度要求額

32,06216,143

全体事業費

22年度予算

(単位　千円)

資料等の貸し出し

405 900 設営業務等

332 

平成21年度決算額

0 13,600 委託料等

嘱託員報酬4人

656 会場等借上げ料519千円、その他137千円

内容・積算等

資料借り上げ料100千円、その他170千円

1,318 

23年度要求額

保守点検等893千円、その他425千円

3,819 3,195 

16,143 32,062

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計

・常設展示　人権、環境、平和ゾーンで構成。さまざまな機器を使
い、体感型の展示を行っている。とくに、平和ゾーンでは、堺大空襲
や戦時下の堺の暮らしや原爆の恐ろしさを伝える実物展示を行ってい
る。
・企画展示　毎月テーマをかえて、平和、人権に関する展示を行う
・特別展【拡充】　毎年1回、1週間程度開催　今年度は、広島市と共
催で拡大特別展として「ヒロシマ原爆展」を開催する。
・啓発ビデオや資料パネルの貸し出し　平和に関するビデオやパネル
を学校、団体等に貸し出しを行なう。
・平和情報収集事業【臨時】
　堺大空襲等の戦争体験者の証言等を映像や音声で資料化し、次世代
へ伝える。

ソフィア・堺共益費等

嘱託員報酬、通勤費 9,839 11,963 

009

事業内容

関連事業

整理番号 07

　人権擁護都市宣言および非核平和都市宣言決議の趣旨を踏まえ、戦
争の悲惨さ、平和の尊さ、人権尊重の大切さを訴えるとともに、次世
代に伝え、平和･人権社会の実現をめざすことを目的とする。

事業目的

事 業 名 平和と人権資料館運営事業

平和と人権を尊重するまちづくり条例推進事業

市民人権局　人権企画課局・課名／　　

11,970事 業 費


